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編集方針
　本報告書は、ユニバーサル製缶株式会社
のCSRに対する考え方や取り組みなどにつ
いて、当社を支えてくださるステークホル
ダーの皆様にわかりやすく報告し、ご理解
いただくことを目指しています。
　また、飲料用アルミ缶メーカーとして、当
社が事業活動を通じて社会や地球に対して
果たしている役割や取り組みなどについて
も掲載しています。本報告書に掲載してい
ない関連情報の詳細は、ホームページ上で
も報告していますので、あわせてご参照く
ださいますようお願いします。
【報告範囲】
［対象期間］2015年度（当社事業年度：2015年

４月〜 2016年３月末）を中心に、一
部には2016年９月末までの状況報
告や2015年度以前の活動も含めて
掲載しています。

［対象組織］	ユニバーサル製缶株式会社
	 新菱アルミテクノ株式会社
［発行時期］2016年10月
（次回：2017年10月予定、前回：2015年10月）

　本報告書には、過去または現在の事実に関する
もの以外に、当社の将来に対する予測・予想・計
画なども掲載しています。これらは現時点で入手
可能な情報に基づく仮定ないし判断であり、将来
の事業環境の変化などによって影響を受ける可能
性があることをあらかじめお断りいたします。

当社ホームページ
http://www.unican.co.jp/

経営理念
「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」

■ 食の安全・安心に貢献します
■ 環境負荷の低減を追求します

■ お客様の立場に立って、価値ある技術、製品、サービスを提供します

経営方針
■ CSR活動を推進し、全てのステークホルダーから信頼される会社になる

■ 業界トップの品質、コスト競争力を実現し、価値ある技術、製品、サービスを
提供し続けることにより、顧客から信頼される戦略パートナーとなる

■ 健康で安全な職場環境を構築し、働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる
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社 名
設 立
本 社
資 本 金
出 資 比 率

代 表 者
従 業 員 数
生 産 拠 点
支店・事務所
事 業 内 容
関 係 会 社

ユニバーサル製缶株式会社
2005 年 10 月 1 日
〒 112-8525 東京都文京区後楽 1-4-25　日教販ビル 8 階
80 億円
三菱マテリアル株式会社　80％
ホッカンホールディングス株式会社　20%
取締役社長　富永　泰夫
約 870 名（2016 年３月末現在）
結城工場、群馬工場、富士小山工場、岐阜工場、滋賀工場、岡山工場
大阪支店、上海事務所
飲料用アルミ缶の製造、販売および研究開発
新菱アルミテクノ株式会社

会社概要

事業所概要

本社

富士小山オフィス

〒112-8525
東京都文京区後楽 1-4-25 日教販ビル８階
Tel ：03-3868-7470
Fax ：03-3868-7467

〒200233　中華人民共和国上海市
徐汇区虹梅路 1905 号远中科研楼 309 室
Tel ：+86-21-5445-3275
Fax ：+86-21-5445-1089 　

③ISO9001, ISO14001, ISO22000

※ISO9001 を全社で、 ISO14001, ISO22000, FSSC22000 を全工場で認証取得しています。

※OSHMS 2012年11月取得

上海事務所

大阪支店

※OSHMS2013 年 11 月取得

※OSHMS2016 年 5 月取得

〒505-0006 
岐阜県美濃加茂市蜂屋町
下蜂屋伊瀬入会 16-8
Tel ：0574-26-8111
Fax ：0574-26-8115

〒374-0047 
群馬県館林市野辺町 906-2
Tel ：0276-74-8500
Fax ：0276-74-7561

※OSHMS2014 年 3 月取得

①操業開始年・月　②製品
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社長メッセージ

当社CSR報告書の発行は、今回で
10回目となりました。

この10年の間で、当社を取り巻く環
境はめまぐるしく変化しており、また、
今後も業界再編等によりこれまで以上
の環境変化が予想されます。

どのような環境においても当社CSR
の基本的な考え方は、本業を通じて
社会に貢献することであるということ
に変わりはありません。

これからも「人と社会と地球にやさ
しい飲料容器の提供」という当社経営
理念を実現するために、すべての方が
安全に、そして安心してご利用いただ
ける良質な飲料用アルミ缶を提供し続
け、皆様から一層信頼される会社を目
指してまいります。

常に「変革」と「チャレンジ」を

2014年度にスタートした現行中期
経営計画では、既成概念にとらわれ

ないチャレンジ精神を醸成することで、
市場動向や原料価格等に左右されな
い強固な経営基盤づくりに取り組んで
まいりました。

これからも、当社が持続的に発展し
ていくためには、我々は常に「変革」と

「チャレンジ」の精神が求められている
という認識のもと、現在取り組んでい
る「チャレンジ“Ｒ”」活動を一層活性化
させ、既成の殻を破って新たな価値も
提供していかなければなりません。

もちろんその根底には、公明正大な
コンプライアンス経営がなくてはなり
ませんし、特に重要なステークホル
ダーでありますお客様に向けては、「食
の安全・安心」が重要なキーワードとな
ります。また、より良い製品をお届け
するためには、社内のステークホル
ダーである社員の働きがいを向上させ
るためにも、「安全」や「人材育成」が

重要なキーワードになるものと考えて
おります。

食の安全と安心に貢献する

「食の安全・安心」に関して申し上げ
れば、当社の製品は間接的にはなりま
すが、飲料メーカーであるお客様を通
して、最終的に消費者皆様の口元に届
くわけですから、相変わらず後を絶た
ない食品に係る企業不祥事の例を俟

ま

つまでもなく、細心の注意と万全の品
質管理体制をもって操業に当らなけれ
ばなりません。

当社では、すでにISO22000（FSMS）
とその発展型であるFSSC22000を全
工場で認証取得しておりますが、これ
らのマネジメントシステムを有効に機
能させ、お客様ひいてはすべての消費
者の皆様に良質な飲料用アルミ缶を
提供し、食の安全と安心に貢献してま
いります。



Can For You!!
「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」

の経営理念のもと、本業を通じて社会に貢献し、
信頼される会社を目指します。
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「安全第一、危険ゼロ」を	
実現するために

社員についての「安全」に関しては、
経営目標の最初の項目として「安全第
一、危険ゼロ」を掲げ、「安全」がすべ
てに優先されなければならないことを
明確にしてまいりましたが、残念なが
ら2015年度も依然として労働災害を
撲滅するまでには至っておりません。

OSHMSの導入や設備の工学的安
全対策の推進など、安全を守るため
の仕組みづくりは十分に進んできたと
考えていますが、それでも災害が発生
してしまうのは、組織あるいは個人と
しての安全に対する取り組みにまだ何
か欠けているところがあるのかもしれ
ません。作業を指示する者も、実際に
作業に当たる者も、安全を守るという
確固たる自責の念を持ち続けていたの
か、その心理状態にまで踏み込むな

ど、ソフト面での対応も補完してまい
ります。

社員の成長なくして会社の発展なし	
会社の発展なくして社員の幸福なし

当社は、人材育成に関しては「社員
の成長なくして会社の発展なし、会社
の発展なくして社員の幸福なし」という
基本理念を掲げ、①技能の伝承を目
的としたスキル評価と教育プログラム
である「SEEP」、②業務遂行上必要と
される高水準、かつ広範囲の知識・技
能の内容を体系 化した「アルミ缶大
学」、③社員の一定のキャリア、職位
を単位とする「階層別研修」――とい
う三本柱の教育体系を構築し、運用
を続けております。

今後もこの取り組みを深化させると
ともに、何よりも社 員全員が「ユニ
バーサル製缶で働いてよかった」と言え

る企業を目指してまいります。

常にブラッシュアップを図り	
ブランド力を高める

当社のCSRについては、会社発足
以来その考え方は一貫して変っており
ません。
「食の安全・安心」、「安全」「人材育

成」というキーワードも同様ですが、そ
の具体的な内容については、ユニバー
サル製缶としてのブランド力を高めるた
めに、常にブラッシュアップを図って
まいります。

これからも私たちは、CSR活動を
通じて全てのステークホルダーに評価
される健全で活気ある企業風土づくり
を推進してまいりますので、皆様にお
かれましては、さらなるご支援とご協
力をお願い申し上げます。

取締役社長



私たちのCSR活動
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経営報告
Management Report

ユニバーサル製缶は、価値ある技術、製品、サービスの提供を通じてステークホルダーに信頼される企業となることを目指
しています。そこで、2015年度の取り組み状況、今後の活動内容などについて各部担当役員より報告いたします。

 経営企画/業務監査/  
 管理（共管）関係担当 
ダイバーシティー尊重の精神を

　「ダイバーシティー」という言葉を耳に
されたことがあると思います。企業経
営で言えば、多様な人材をそれぞれの
個性を活かしながら積極的に活用する
ことです。話題の一億総活躍社会実
現のための女性の活躍に関しては、当
社も「一般事業主行動計画」を策定し

公表しています。まだ緒に就いたばか
りですが、ほかの観点も含め職場、会
社全体にダイバーシティー尊重の精神
を広げていきたいと考えていますので、
ぜひ皆さんの意見も聞かせてくださ
い。是々非々の根本は大切ですが、一
人ひとりが他人を尊重し、まずは思い
やることから始めましょう。

取締役副社長　内藤　英一

前列（左から）
　新保　寛明
　内藤　英一
　野村　俊秀
後列（左から）
　白澤　武人
　小林　忠
　打田　浩明
　花房　達也



8ユニバーサル製缶 CSR報告書 2016

 品質保証関係担当 
再発クレームゼロへ

　昨年度のクレーム発生率は、缶胴は
一昨年度より悪化したものの、缶蓋・
キャップで経営目標の「クレームゼロ」
を達成できました。工場関係者全員
が、経営目標達成に向け、一体となっ
て活動した結果と考えます。
　発生したクレームの約半数は再発で
す。再発クレームゼロに向け、関連部
門と協働し、引き続き発生源対策・水
平展開強化を進めてまいります。また、
手順書・規格で定められた作業ルール
が守られないことで発生した不具合に
対してはルール遵守に向けた活動が重
要となっています。工場および関係者
全員が、「クレームゼロ」に向け、一致
団結することが重要です。

取締役　新保　寛明

 技術/開発/  
 原料・資材調達関係担当 

価値ある製品開発、	
技術・サービスの提供と	
アルミ缶リサイクルの推進

　技術開発部門では人と地球と社会
に優しい飲料容器の開発を目指し、価
値ある製品の開発および技術・サービ
スの提供を行ってまいります。また環
境負荷の低減を目的とし、さらなるア
ルミ缶の薄肉軽量化に取り組みます。
　当社グループでは皆様がご使用にな
りましたアルミ缶を回収・溶解・鋳造・
圧延し、アルミ原料に再生するシステ
ムを持っております。このシステムによ
り、省エネルギー・環境負荷の低減を
進めます。限りある資源を大切に、皆
様のアルミ缶リサイクル活動へのご協
力をお願い申し上げます。

常務取締役　野村　俊秀

 管理（共管）/安全環境/  
 人財開発関係担当 

全社一丸となって、	
より安全で快適な職場づくりを

　当社は三菱マテリアルグループの『安
全と健康を守ることはすべてに優先す
る』というスローガンを念頭に、経営目
標のトップにある安全第一、危険ゼロ
を掲げ日々邁進しております。2015年
度、環境面はヒヤリを含め高成績でし
たが、安全面では、労働災害が数件
発 生し不 本 意 な 結 果となりました。
2016年度はＫＹ活動と指差呼称を対
策の中心とする安全現場力向上を柱と
して、ゼロ災を目指しています。本稿
作成時残念ながら、ゼロではありませ
ん。しかし今後の労働災害撲滅に向
け、人財開発部も共に全社一丸となっ
て、より安全で快適な職場づくりがで
きますよう一緒に取り組んでまいりま
しょう。ご安全に。

執行役員　小林　忠

 営業統括/営業/マーケティング/  
 カスタマーサービス関係担当 
プロモーターとしての役割を果たす

　2015年度の国内飲料用アルミ缶販
売は、214億缶を超えました。当社の
供給数量は、シェア約26%に相当する
約55億缶となりました。自社の活動に
よる環境・社会に及ぼす影響への責任
を果たしつつ、お客様の視点に立った
[QCD（品質・コスト・納期）]×[食の安
心・安全]を安定的に確保できるシステ
ム改善に取り組んでまいりました。今
後さらに自社の強みを活かし、社会的
課題解決へ貢献して行かねばなりませ
ん。経営の力点は、問題解決から問
題発見へとシフトして行くことでしょ
う。営業部門は、プロモーターとして
の役割をしっかり果たしてまいります。

執行役員　打田　浩明

 生産統括関係担当 

仕事の「見える化」と	
「ゆとり」ある考え方・行動を目指す

　生産部門では、昨年度に引き続き
全工場でチャレンジ “R” 活動に取り組
んでいます。2016年度の活動のポイン
トは、『自走によるマネジメント改革へ
の取り組み』としています。先行して取
り組みを始めた結城工場以外の工場
では、活動が定着し始めた段階であ
り、まだ現場の巻き込みは少ないレベ
ルです。今年度は現場前線まで『変革』

『チャレンジ』の思想を共有し、我々の
文化として浸透させていきたいと考え
ています。最終的には仕事が「見える
化」され、考え方・行動に「ゆとり」がも
たらされることを目指します。

執行役員　白澤　武人

 海外事業推進関係担当 
アルミボトル技術で世界へ躍進！

　当社のアルミボトルは最近需要が旺
盛になってきていますが、海外におい
てもこのボトルに注目が集まってきて
います。アメリカにも技術ライセンスを
出してきていますが、今年からは中国
において当社技術によって製造される
アルミボトルが、デビューします。この
当社のボトル技術を積極的に利用し、
将来の海外事業展開のベースを作って
いきたいと考えています。
　近年、中国、アジアの経済発展が
著しく、この地域での将来の事業化を
見据えて、今年も取り組んでいきたい
と考えています。

執行役員　花房　達也



CSRへの全社的な取り組み
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 意思決定および業務執行の  
 体制 

当社における経営の意思決定および
監督については、取締役５名で構成さ
れる取締役会において行っています。
また、意思決定の迅速化と機動的な
会社運営体制を構築するために、執行
役員制度を導入しています。

このほか、取締役会に付議される案
件は、経営企画部、管理部等による
事前審査、および取締役社長、社長
補佐等で構成される経営会議にて十
分な審議を行い、意思決定の適正化
を図っています。

 監査体制 
当社の監査体制は、監査役による

業務監査・会計監査、会計監査人によ
る会計監査、業務監査部による内部

監査と三様の監査体制を敷き、業務
の改善に努めています。

監査役は、取締役の職務執行を監
査し、その適正確保に努めています。

業務監査部は、主に業務内容全般
の適法性、合理性、能率性などを監
査し、本社、事業所および関係会社
の内部監査結果を経営会議に報告し、
被監査部署に対しては改善指導、フォ
ローアップを行っています。

その他、三菱マテリアル社による経

営監査も受けています。

 内部統制 
内部統制については、当社にとって

最適な内部統制システムの充実を図っ
ています。

2015年度の財務報告に係る内部統
制については重要な欠陥がなく「有効
である」との判定をし、会計監査人か
らもその内容が適正であるとの報告を
受けています。

コーポレート
ガバナンス

経営報告
Management Report

 
 

業務執行部門

選定
解職
監督

選任・解任選任・解任 選任・解任

株主総会

取締役・執行役員

監査役取締役会

CSR委員会経営会議

業務監査部

会
計
監
査
人

各事業所 地震対応マニュアル

本社 各工場

委員長
取締役社長

副委員長
管理関係担当役員

事務局
管理部総務・人事室

オブザーバー
監査役

業務監査部長

構成員
各部担当役員、部長等、工場長、子会社社長、子会社役員

全社危機管理マニュアル

地震版BCP
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 CSR委員会、CSR活動 
当社は会社設立以来、企業の持続

的発展に必要不可欠となるステークホ
ルダーからの信頼を得るため、不祥
事・事故等の未然防止に向けたコンプ
ライアンスの強化徹底およびリスクマ

ネジメント活動を基礎としたCSR活動
に取り組んでいます。

当社におけるCSR活動を円滑かつ
適正に実施するためCSR委員会を設
置、年３回および必要に応じて都度開
催しています。CSR委員会は、取締役
社長を委員長、管理関係担当役員を
副委員長とし、各部担当役員、部長、
工場長、子会社社長および子会社役
員を構成員とし、監査役および業務監
査部長をオブザーバーとするメンバー

で構成され、各年度におけるCSR活
動の方針や計画、コンプライアンス、
リスクマネジメントに関する審議、承
認、意見交換を行うことにより、情報
共有を図っています。

また、当社CSR推進体制は、取締 
役社長をCSR責任者、各部担当役員
および子会社社長をCSR管理者、各
部長・工場長および子会社役員をCSR
担当者として構成し、全社を挙げて
CSR活動に取り組んでいます。

 コンプライアンス 
　コンプライアンスは当社CSR活動の
土台の一つであり、全社員のコンプラ
イアンス･マインド向上を目指し、2015
年度は以下の取り組みを行っています。
①三菱マテリアルグループ企業倫理月
間(毎年10月)における啓蒙活動
・社長訓示等を通じ、社員のコンプラ
イアンスに対する意識向上に関する
メッセージを発信
・各職場におけるCSR・コンプライアン
スに関する教育の実施
②コンプライアンス教育
・社員のCSR意識のさらなる向上を図
る目的で、全社員が年１回CSR研修を
受講するという方針の下、各部・工場
毎にCSR研修と一体化したコンプライ
アンス教育を実施。

 リスクマネジメント 
■リスクマネジメント活動

当社では、担当リスクの責任部署を
「所管部署」（関係各部）、実際にリス

クマネジメント活動に取り組む部署を
実施部署（各部、各工場等）、管理部
総務・人事室を事務局として、全社的
なリスクマネジメント活動を推進してい
ます。

所管部署は担当リスクについてリス
クの洗出し、当該リスクの発生確率、
被害規模等を総合評価します。また、
実施部署は当該所管部署のリスク管
理台帳に基づき、自部署のリスク管理
台帳を作成しています。洗い出したリ
スクの一部については、リスクアセス
メント、リスク対策を実施しており、Ｐ
ＤＣＡ(Plan、Do、Check、Action）
サイクルで取り組んでいます。今後もリ
スクマネジメント活動の精度を向上さ
せていきます。

■危機管理体制
当社では、危機事態の際に関係各

部が連携し迅速に対応するため、危
機管理マニュアルに基づく危機管理体
制を構築しています。また、大規模地
震発生を想定した地震対応マニュアル

（事 業 所毎）と地 震 版 事 業 継 続 計画
（BCP）を策定し、有事の際にも当社
事業を継続させる体制を整備していま
す。

CSR推進体制
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 安全活動の原点「KY活動」と
 「指差呼称」の実践！ 

当社はこれまで安全教育および、リ
スクアセスメントによるリスク低減に取
り組み一定の成 果を上げてきました
が、災害の撲滅（ゼロ災）までには至っ
ていません。そこで、これまでの安全

に対する取り組みに加え、安全の原点
に戻った活動として安全現場力向上活
動を推進しています。安全現場力とは、
下の図に示したように、「危険に気付く
力」、危険に対して「正しい行動を決め
る力（判断する力）」、そして、この二つ
の力を土台とした「正しく行動する力」
の三つを合わせた力と定義しています。

安全現場力向上活動とは、これら三
つの力を向上させる活動であり、「危険
に気付く力」と「正しい行動を決める
力」を養うための1人KY（KY活動）と

「正しく行動する力」を確実な
ものとするための指差呼称で
成り立っています。すなわち、
日々の 作 業における1人KY
の実践で危険を考える習慣
を身に付け、さらに行動を起
こす前の指差呼称の定着で
安全行動を確実なものとして
いく活動です。そして、この
活動を推進していくことによ
り、災害の撲滅を目指してい
ます。

安全現場力向上活動で実

践する内容は、非常にシンプルですが、
息の長い取り組みと捉えています。こ
の活動を着実に実行していくことで、
不安全行動、不安全状態の放置を
「しない」…自分の身は自分で守る
「させない」…仲間の身を守る
「見逃さない」…職場の危険を排除する

が当たり前となる安全風土を築き上げ
ます。

当社は、安全管理の仕組みをより確
実なものとするためにOSHMSの導入
を推進しています。当社全６工場に於
ける現在の認証取得状況を以下に示
します。
岡 山 工 場 ：2009年 ３月 認証取得
結 城 工 場 ：2012年 11月 認証取得
岐 阜 工 場 ：2013年 11月 認証取得
富士小山工場 ：2014年 ３月 認証取得
群 馬 工 場 ：2016年 ５月 認証取得
滋 賀 工 場 ：2016年 12月 認証取得予定

当社は三菱マテリアルグループの一
員として、安全衛生活動の基本理念に

『安全と健康を守る事は全てに優先す
る』～災害の危険を感じたときには、
躊躇せず設備や行動を止める～を掲
げています。この理念のもと、「ゼロ
災」の達成を目指し、年度初めに重点
実施項目を明確にして安全活動に取り
組んでいます。

「人」のレベルアップ活動
● 「人」の危険に対する感性レベルに応じた指導カリキュラムによる
　安全指導の推進
●安全教育、体感教育の推進
●過去災害を教訓とする、再発防止シートの活用

安全現場力向上活動
〔安全風土の醸成〕

●ＫＹ活動の実践（１人KYの推進）
●指差呼称の実践

「設備」のリスク低減活動
●設備の工学的安全対策の推進
●設備導入、変更時のリスクアセスメントの推進
●リスクアセスメント結果に基づく改善の推進

マネジメントシステムに
基づく安全活動

●労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）の全工場での認証
　取得達成
●マネジメントシステムの適正な運用

三菱マテリアルグループ
	「全社ゼロ災プロジェクト」

●作業手順書の見直し
●安全指導員制度の効果的運用
●表彰制度と警告制度の運用

ユニバーサル製缶
株式会社安全活動

安全現場力向上
活動の紹介

社会性報告
Social Report

活動の基盤

活動： 気付き判断する…KY活動
 正しく行動する…指差呼称

危険に気付く力

正しい行動を
決める力

（判断する力）

正しく
行動する力

実践の習慣づけ 実践の習慣づけ

安全
現場力

安全現場力の概念図

2016年度安全管理重点実施項目

OSHMSの
認証取得推進 
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 多様性への取り組み 
当社は全社を挙げて障がい者雇用

に取り組んでおり、2016年7月時点で
法定雇用率2.0%を上回る2.98%に到
達しています。また、改正障がい者雇
用促進法に則り、障がい者の働きやす
い職場づくりに努めています。

定年退職者に関しては、技術や知
識を後輩への指導や教育に活かしても
らうため、高年齢者雇用安定法に則っ
た再雇用制度を導入しています。

また、女性活躍推進法の施行に伴
い、当社行動計画を策定しました。男
女を問わず、心身共に健康で活躍でき
る環境を一層整備していきます。

 働きやすい職場づくり 
従業員に有給休暇の積極的な取得

を促している当社では、2015年の有
給休暇取得率が89.9％となりました。

育児関連においては、子の看護休暇
の日数増を図るとともに、育児短時間
勤務等の取得条件緩和を図りました。

ハラスメント関連においては、同じ
職場に働く社員の意欲を阻害し、職場
環境を悪化させる各種ハラスメントの
防止と解決のため、事業所ごとに窓口
担当者を選任し、相談しやすい環境を
構築しています。

また、当社内における法令・企業倫
理違反等の不正行為の早期発見と是
正を図り、当社のコンプライアンス経
営を強化することを目的に、内部通報
窓口を設置しています。

一方で、従業員やその家族のあらゆ
る悩みや困りごとに対応できる社外相
談窓口として、「こころと暮らしのホッ
トライン」を開設しました。

 労使のパートナーシップ 
経営施策の実施には全社員の理解

と協力が必要不可欠です。当社は四
半期ごとに会社経営層と労働組合役
員が一堂に会する労使協議会等を開
催し、経営方針等に関わる情報共有
を図り、健全で良好な労使関係を構築
しています。

 品質管理教育の強化 
当社は現場の問題解決力の向上を

目的として、技術系社員の階層別教育
の中に「なぜなぜ分析」を取り込みまし
た。工程トラブルやクレームの再発防
止には、根本的な原因究明が肝要で
す。「なぜなぜ分析」は、「なぜ？」を繰
り返すことにより真因をつきとめる手
法です。

昨年実施した研修では、班ごとに活
発な議論や意見交換をしながら進め
られました。これからの日常の改善活
動に役立てていくことが期待されます。

 フードディフェンスの  
 取り組み 

食の安全・安心を求める声が強まる
今、企業に求められているのは、不審
者などによる”意図的な異物混入”の抑
制です。

当社では不審者の侵入防止対策と
して、看板など警告表示類の全社点
検を行いました。また、最終工程に設
置している品質カメラの解像度やデー
タの保管期間の見直しも行っています。
品質カメラは、工程での不具合が生じ
た際の原因調査に加え、担当者の行
動を検証する際にも役立ちます。

 協働品質クロス監査・  
 コミュニケーションの実施 

昨年は品質マネジメントシステムに
おける内部監査の一環として、「協働
品質クロス監査・コミュニケーション」
と題し、工場間で内部監査を実施しま
した。同じ業務を受け持つ担当者が
互いに監査することで、実務の深掘り
を行いました。工場現場でのミーティ
ングの視察なども行い、工場毎の強
み・弱みを肌で感じ取ることができまし
た。有用な監査だったという担当者か
らの声も踏まえ、今後一層の活用を
図っていきます。

全員が働きやすい
会社をめざして

品質保証への
取り組み

なぜなぜ分析研修の様子

協働品質クロス監査中の一コマ
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2015年度における新たな取り組み
として従来の研修体系に加え、大きく
は、階層別研修として「チ－フ研修」を
開講したことと、生産設備の技能訓練
の準備となります。

 チーフ研修の実施 
「チ－フ研修」は「学習する組織」を醸

成し、「チャレンジ “R”」を推進するた
めの管理職と現場の間で大きな役割
を担うチ－フ層のマネジメントの強化を
目的とするもので、研修内容は、チ－
フとしての自覚、部下の指 導・育成、
問題分析・解決、リ－ダ－シップで構

成されています。
2016年3月に第1回目の研修を実施

し、対象者約80名の内17名が受講し
ました。残りの対象者は2016年度に
受講予定となります。

 生産設備の技能訓練 
また、プロフェッショナルな人材育

成を目的とした生産設備の技能訓練を
2016年度から開始するため、技術部
と共に準備を進めてきました。

■PR(印刷機)工程
結城工場に訓練機設置、カットモデル
の製作。(2016年4月より訓練開始)
■SFN(スピンフローネッカー機)工程
スピンドル部のモデル機製作。(2016
年7月より岐阜工場にて組立訓練開始)

人財開発部としては、今後も関連部
署と連携し、社員のスキルアップのた
めにさまざまな取り組みを行っていき
ます。

当社人材育成の基本理念は、「社員
の成長なくして会社の発展なし、会社
の発展なくして社員の幸福なし」です。

 約11％の軽量化に成功 
当社では資源およびエネルギーの削

減に貢献するテーマとして、アルミ缶
の軽量化の開発を積極的に進めてい
ます。

既存の350㎖、500㎖ビール系飲料
（ノンアルコール含む）用の次世代蓋と
して、軽量蓋を開発しました。この軽
量蓋の基本技術は、米国CDL社が開
発したもので、缶蓋外壁部に屈曲部を
設けることでパネル部の面積を小さく
し、板厚を薄くしても耐圧強度を維持
できる形状が特徴です。

この技術に、日本の要求品質であ
る開缶性などの性能を満たせるように

当社の技術を盛り込むことにより、既
存の缶蓋より約11％軽量化することが
できました。この軽量蓋は、巻締工具

をお客様と共同開発し、2013年から
販売を開始しています。

ビール用
軽量蓋の開発

人財開発の
新たな取り組み

社会性報告
Social Report

PR訓練機を使った技能訓練

缶蓋比較上面図

既存蓋 軽量蓋パネル部

缶蓋比較斜視図

既存蓋 軽量蓋

屈曲部
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社会性報告
Social Report

工場の取り組み

 結城市開催「祭りゆうき」に   
 PRブース初出展 

結城工場では、昨年11月に結城市
で開催された「祭りゆうき」の産業PR
ブースにて、新菱アルミテクノ社協力
のもと企業PRを目的としたブースを出
展しました。会 場では神輿渡御、伝
統舞踊、青空市なども行われ、多くの

人で賑わいました。
工場のブースでは、会社紹介DVD

を上映し、缶の成 形方法 等を披 露、
展示しました。また、UBCを持参して
いただいた方にお礼のプレゼントを差
し上げました。訪れた方々には、缶の
成形やUBC回収事業にご興味を持っ
ていただけたと感じました。

今後も、地元自治体のご協力を得
ながら、積極的に産業PR活動へ参加
し、地域の方々の認知度を高めていき
たいと思います。

 OSHMS推進員が  
 中心となって認定を取得 

2016年5月26日、群馬工場はJISHA
方式適格OSHMS（労働安全衛生マネ
ジメントシステム）の認定取得を受けま
した。

2014年10月にキックオフして以降、
群馬工場に適した仕組みづくりを目指
し、コンサルタントは入れず群馬工場
のOSHMS推進員を中心に活発な議
論が行われ、無事取得するに至りま
した。

今後は認定取得をスタートとして、
その責務を全うするべく、完全無災害
達成と、その継続という高い安全衛生
水準を目標に、活動のスパイラルアッ
プを図っていきたいと思います。

結城工場

群馬工場

結城市マスコットキャラ“まゆげった”と一緒に

認定証の授与式

アルミ缶を持ってきてくれた時の様子

記念撮影

 工場長メッセージ 
結城工場では、結城市最大の秋祭りに産業PR事業として、新菱

アルミテクノ社と協同でブースを初出展し、企業PRおよびUBCの
回収活動を行いました。市民の方々へは、事業の紹介を始めリサイ
クルにも関心を持っていただける良い機会となりました。今後も行
政や企業団体との連携を大切に、企業情報を発信してまいります。

 工場長メッセージ 
「全員が元気な姿で家に帰ろう」と言うスローガンのもと、群馬工
場の安全衛生活動を推進しております。本年度は、OSHMSの認
定取得をいただき、さらに安全ルールの明確化を図り、一人ひとり
が安全衛生の主役となるべく活動の活性化を図ってまいります。群
馬工場全員が一体となって、災害の根絶を図ってまいります。

結城工場長　梅田　涼二

群馬工場長　神田　望
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社会性報告
Social Report

 親の職場を見学する  
 「子ども参観日」を開催 

昨年の夏に「子ども参観日」を開催
しました。本参観日は次世代育成支援
対策推進法に基づいて開催し、従業
員のご子息・ご息女が約2時間かけて
当地区で製造している製品や親の仕事
について学びました。

参加者からは「父親の職場が見られ
て良かった」、「子どもが職場に興味を
持ってくれた」等の感想がありました。
親が働く職場を理解し、興味を持って
もらうことで、次世代の育成に繋げら
れればと考えています。

また、家族間の交流の場としても従
業員の方に好評でした。次回は今回の
反省を踏まえ、より良い「子ども参観
日」にしたいと思います。

 地域から多数の見学者受入 
岐阜工場では、例年多くの工場見学

受入を実施しています。地元の高校を
はじめ、昨年度は美濃加茂市長や市
職員、ハローワークの方々の工場見学
も実施しました。皆さん初めての飲料

用アルミ缶工場の見学ということで、
たくさんの質問をいただくなど大変興
味を持たれた様子でした。

こうした取り組みを通じて、参加さ
れた方に当社のアルミ缶をPRしてもら
うことを期待するとともに、私たちも
飲料用アルミ缶メーカーとして地域社
会発展に努めていきたいと思います。
今後も当社やアルミ缶回収への理解を
深めてもらうための活動を継続し、地
域との交流を図っていきます。

富士小山工場

岐阜工場

サンプルを使った説明の様子

工場見学の様子

子ども参観日集合写真

高校生の工場見学受入

 工場長メッセージ 
富士小山工場では、2015年8月に次世代育成支援を目的とした第一回子ど

も参観日を行いました。社員とそのお子様（10家族32名）に当工場の製品説明
や工場見学を実施し、当社の事業活動や社員の仕事をそのご家族にご理解い
ただくための良い機会となりました。今後も社員の仕事をご家族に理解いただ
くと共に、次世代の育成に繋げるためにこの取り組みを継続してまいります。

 工場長メッセージ 
昨年、美濃加茂市長を工場へお招きし見学を行ったところ、「ぜ

ひ、みのかもの水をユニ缶のアルミ缶で世の中に送り出したい」と
いうお話をいただき実現する運びとなりました。今後も色々な場面
で、地域との交流を積極的に推進し、ビジネスへの展開や地域発
展のために貢献できる工場として取り組んでまいります。

富士小山工場長　伊藤　隆一

岐阜工場長　大谷　俊介



16ユニバーサル製缶 CSR報告書 2016

社会性報告
Social Report

工場の取り組み

 無災害記録樹立事業場とし
て表彰される 

滋賀工場では2016年5月20日に滋
賀労働基準協会彦根支部の通常総会
にて、2015年度無災害記録樹立事業
場として「第４種無災害記録」を表彰い
ただきました。

これは従業員一人ひとりの活動の賜

物ですが、安全活動に終わりなしと考
え、引き続き2016年度のOSHMS認
証取得を目指します。OSHMSの認証
取得により労働災害のさらなる減少、
安全衛生水準の向上を図り、 従業員一
人ひとりの安全意識の向上と誰も怪我
をしない・させない安心安全な職場づ
くりに向け、活動を継続していきます。

 消火技術訓練大会で  
 「敢闘賞」を受賞 

岡山工場は、昨年10月に第34回岡
山市防火安全協会消火技術訓練大会
に参加し、「敢闘賞」を受賞しました。
本大会は消火技術向上を目的に毎年

開催されていますが、当工場の参加は
数年ぶりとなりました。

今回の受賞は、日頃からの防災の取
り組みが評価されたことで大きな励み
となりましたが、こうした取り組みは
有事の際にも迅速な対応ができてこそ
意味をなします。重大災害を起こさな
いことが大前提ですが、万が一起こっ
た場合でも訓練以上の対応ができるよ
う、今後も研鑽していきたいと思いま
す。

滋賀工場

岡山工場

開会式

第4種無災害記録書

実技中

 工場長メッセージ 
安全な職場環境を維持することは、工場として必要不可欠な条

件です。今回の第4種無災害記録は、工場で働くすべての従業員が、
安全に関する意識を高く持ち、真摯に取り組んできた努力の結晶で
す。今年度はOSHMSの認定取得の過程における教育を全員でしっ
かりと受け、安全のシステムを万全なものに磨き上げていきます。

 工場長メッセージ 
岡山工場は、昨年優良防火対象物として表彰を受け、今年は消

防署より講師をお招きし、火報教育を開催するなど積極的に防火
活動を実施しています。火災は人命に係ることだけに、消防署と常
に連携が取れる体制を整えておきたいと考えています。また、防火
活動以外に関しても、地域社会と共存する工場を目指していきます。

滋賀工場長　吉澤　健司

岡山工場長　北村　貴彦
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当社は、2006年度までに全社でIS0 
14001を取得していましたが、2010年度
からは、認証取得範囲の主体を工場に
絞り、リスク低減と環境負荷低減を当
社における『環境保全』の2本柱に掲げ、
日々活動を行っています。

また、当社の環境マネジメントシス
テムの仕組みとして、取締役社長が委
員長を務める「全社環境委員会(a)」で
全社的な方向性の決定(p)や結果の評

価（検討・見直し）を行っています。
同時に工場長を中心とした「サイト環

境委員会(A)」で工場の目的・目標(P)
を設定し、地域の条例などに応じた独
自の保全活動(D,C)を行っています。

全社で取り組むべき重点項目につい
ては、環境方針の中で重点取り組み
テーマとして明記し専門委員会を設置
して活動しています。

 ユニバーサル製缶株式会社 環境方針 
ユニバーサル製缶株式会社（以下、当社という）は、アルミニウム製の飲料缶を製造し

ている。当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、
事業活動に伴う環境負荷の低減を図るとともに、環境に優しい製品を提供するため、
次の環境保全活動を実施する。

当社の環境マネジ
メントシステム

1.	 環境意識の育成　
当社は、事業活動が環境に与える影響を認識し、社員の一人ひとりが環境保全に努めるよう、

「ユニバーサル製缶株式会社環境方針」を全社員に周知させることにより、環境意識の育成を図る。
2.	 環境マネジメントシステムの継続的改善および環境汚染の予防

当社は、環境保全を重要課題に位置付けて、環境マネジメントシステムの継続的改善を
図り、環境面のパフォーマンスの向上と環境汚染の予防に努める。
3.	 環境関連法令の遵守　

当社は、環境関連の法令、および、社会的約束を遵守し、技術的、経済的に可能な範
囲で一層の環境保全に取り組む。
4.	 重点取り組みテーマの推進

当社は、
１）省エネ推進活動に積極的に取り組み、エネルギー原単位１％削減／年を達成する。
２）水質管理活動に積極的に取り組み、外部流出事故ゼロを達成する。
３）廃棄物管理活動に積極的に取り組み、廃棄物原単位１％削減／年を達成する。
5.	 再生地金の積極的使用

当社は、アルミ缶のリサイクルにより生じる再生地金を積極的に使用し、缶胴材の使用
比率50％以上をキープする。
6.	 情報の開示

この環境方針は社内外に開示する。

「環境方針」と重点テーマについて
個別の活動内容

環境報告
Environment Report

 環境関連法令の遵守 
■	「環境法規制データベース」

法令遵守はコンプライアンスの基盤である
との観点から、当社は関連するあらゆる環
境法令、条例、地域協定などを、各サイト
ごとにデータベース化して管理強化を図って
います。

データベースには各条文で定められた実施
義務項目と、それらに対する各サイトごとの
対応実績を都度更新しながら記載し、条例
改訂情報等、特記事項について年2回の全
社環境委員会にて情報を共有しています。

■	「環境法規制管理委員会」による確認
2014年度よりあらたに設置した「環境法

規制管理委員会」によって年2回、全社的な
環境法令遵守状況の確認や、改正情報の
共有化を図っています。

これにより当社に関連する環境法規制全
般について改正に対する迅速な対応が可能
になり、より効果的な運用組織へと改善し
ました。

また、特に重要な管理項目である「廃掃
法」についても、産業廃棄物の社内管理や、
委託する産業廃棄物処理業者の管理等、
細部にわたって不備が発生しない体制づく
りを進めています。 

a 全社環境委員会 p 環境方針・重点取組 本社機構

サイトPDCA

サイト環境委員会

専門委員会＊

＊4つの専門委員会：「環境法規制管理委員会」「省エネ推進委員会」「水質管理委員会」「廃棄物削減委員会」

ワンランク上の
DへD 実行

P 計画

C チェック

A 見直し 前年 P

当社の環境マネジメントシステム
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 省エネ推進活動 　[エネルギー使用原単位１％/年削減]

■	工場の取り組み
製造現場では以下を重点に取り組んでいます。

●無駄取り　（待機設備の停止、エア漏れ計画保全）
●高効率化　（コンプレッサ更新、各所インバータ化）

また、年2回の全社的な「省エネ推進委員会」にて各サイト間の「情報共有と水平展
開」を図り、省エネの促進に努めています。

これらの活動によりこの5年間は平均でエネルギー使用原単位2.4％の削減で推移
しています。加えてヒートポンプの活用等、あらたな技術の積極的な導入にも積極的
に取り組んでいます。

■	輸送エネルギー削減の取り組み
当社のアルミ缶や産業廃棄物などの輸送合計が、2008年度に3,000万トンキロを

超え、経済産業省より「特定荷主」の指定を受けました。2014年度は、特にボトル缶
の需給が逼迫し交錯輸送が増えた影響で増加してしまい目標未達になってしまいまし
たが、2015年度については、製造拠点を拡充し、より効率のよい生産・出荷体制を
構築し、遠距離輸送を減少することができたことにより、特定荷主の努力義務である

「5年平均1%削減」を達成することができました。引き続き、より効率のよい生産・出
荷体制の構築を図っていきます。

トピックス
経産省［省エネ］事業者クラス分け
Ｓ評価獲得
当社は2015年度より始まった省エネクラス分
け制度にて4段階中最高位のＳクラスの評価
を受けました。これは、努力目標である5年
間の原単位年平均１％削減を達成したことに
よります。

＊制度概略：一定規模以上の事業者に対して省エネ活動
の実態に応じて４つのクラスに分け、行政の対応にメリハ
リをつけるもの。S（優良）,A（一般）,B（停滞）,C（注意）と分
けBやCには行政指導が入る。

 水質管理活動 　[外部流出事故ゼロの継続]

■	流出防止対策
各工場排水処理場の日々の工程管理（右図①）、および末端での流出防止対策（右図②

③）により、2012年以降、周辺河川に影響を与えるような流出事故は発生していません。

■	発生源リスク対策
今後も流出事故ゼロを継続するために、現在は事故の可能性に繋がる発生源リス

クの抑制に力を入れています。上記、排水処理工程以外にも、製造工程に使用する油、
薬品、塗料等の供給設備（右図④）についても様々な視点で管理を徹底し、敷地内の
わずかな漏れも撲滅すべく取り組んでいます。

 廃棄物削減活動 　[廃棄物原単位１％/年削減]

■	汚泥、廃油の発生抑制
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171,154トン（調整後169,970トン） 6,949トン（うち、再生利用量 約5,900トン）

当社は、概ね電力起因７０％、ガス起因３０％の割合で排出しています。
※調整後：電力会社の排出権取引後の排出係数を反映した値

主に汚泥、廃油などです。

総エネルギー使用量

30.8億MJ
（原油換算で約7.9万kl）

製造ラインの稼働に使う電力、製品乾
燥に使うガスなどです。

原材料投入量

12.6万トン
製品の原料となる、アルミコイルや塗料な
どです。アルミコイルは、約10万トン使用し
ていますが、その内約60%は再生材です。

水使用量

190万m3

製品を洗浄する水などです。

製品の乾燥や洗浄に伴い発生する水やガスの含有物質です。

【大気への排出】
SOx ： 4.8 トン
NOx ： 53.9 トン
ばいじん ： 12.1 トン
VOC ： 20.7 トン

【水域への排出】
BOD ： 6.6 トン
COD ： 9.5 トン
リン ： 0.1 トン
窒素 ： 2.7 トン

エネルギー使用量・使用原単位
　　2015年度、使用量は前年並みでしたが、原単位は削
減できました。今後も、重点取り組み項目として、「エネル
ギー原単位1%削減／年」を目標に取り組んでいきます。
※上グラフ原単位は、エネルギー使用量の大半を占めるボディ
工場の原単位

原材料投入量
　　循環型社会の構築をするために再
生材の使用を継続していきます。

水使用量・使用原単位
　　2015 年度、使用量は生産数増や製品
構成の変化などにより増えていますが、原単
位では昨年並みを維持しています。
※上グラフ原単位は、水使用量の大半を占めるボ
ディ工場の原単位

ＣＯ2排出量・排出原単位
　　　当社の CO2 排出の殆どが、電気とガスによるもの
です。従って、省エネ＝CO2削減として取り組んでいます。

大気・水域への排出量
　　　　　　工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これらの遵守に努めています。

廃棄物発生量
　　廃棄物の大半は、汚泥と廃油になります。フィルタープレス更新による汚泥含
水率の削減、遠心分離機導入による分離後の油の有価物化に取り組んでいます。
※原単位は、汚泥、廃油が大量に発生するボディ工場の原単位

指定化学物質の排出量と移動量
　　ＰＲＴＲ制度に基づき届出を行なった対象
物質の排出量と移動量の推移です。今後も法
令に則り、しっかり管理していきます。

※集計範囲　対象組織：ユニバーサル製缶株式会社全工場　対象期間：2015年４月～ 2016年３月

CO2 実排出量 廃棄物発生量

大気・水域への排出量 指定化学物質の排出・移動量

排出量 36トン 移動量 34トン

ＰＲＴＲ制度※に基づき、届出を行った２０１5年度分の対象物質の実績です。
※『特定化学物質の環境への排出量等の把握等及び管理の改善の促進に関する
法律』で定められた「化学物質排出移動量届出制度」
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モノづくりには、多くの資源・エネル
ギーを消費し、さまざまな副産物や

廃棄物を排出するという側面がありま
す。当社は、限りある資源を大切に使
うこと（INPUTの削減・有効利用）と、
地 球 環 境 の 保 全 に 貢 献 す る こと

（OUTPUTの削減・管理）を念頭にお

き、コンプライアンスを遵守し、アル
ミ缶製造メーカーとしての特徴を活か
した環境負荷低減に取り組んでいき
ます。

物質フロー

環境報告
Environment Report

2015年度 INPUT & OUTPUT
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INPUT 5年間推移

OUTPUT 5年間推移
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当社は、LCAの手法を活用して、タ
イプⅢ環境ラベル「エコリーフ」を取得
しています。タイプⅢ環境ラベルとは、
製品の生涯（ライフサイクル）の環境影
響を数値化して公開するしくみで、消
費者が環境負荷の低い製品を選ぶた

めの情報を提供します。また、現在は
情報提供だけでなく、環境負荷低減
の取り組みにおいても、このLCA手法
の活用を進めています。

※当社は、環境方針に掲げている再生地金の
積極的使用（缶胴材の使用比率50％以上キー
プ）の妥当性を、第三者LCAクリティカルレ
ビューにより検証しています。

 リサイクルの活動実績 
■	当社グループ全体UBC＊1回収の
　取り組み

当 社 はグル ープ全 体 で 積 極 的 に
UBC回収 活動に取り組んでいます。
新規回収先の開拓および回収ルート
の維持管理は子会社である新菱アル
ミテクノ社を通じて実施しています。

当社内においては本社、大阪支店、
各工場で収集場所を決め、社内設置
の自動販売機で発生し分別したUBC
や社員が家庭から持ち寄ったUBCを
回収しています。

2015年度においては全社でチャレ
ンジ精神を持って前進することを柱と
したチャレンジ “Ｒ”活動を開始し、大
幅な回収量増に繋げました。

また、UBC回収で得た収益につい
ては継続して地域への寄付等に活用
するなど、地域との繋がりにも貢献し
ています。

 当社のアルミ缶は 
■	再生材＊2使用率約60％

環境負荷の低い再
生材を約60％使用す
ることで、ボーキサイ
ト資源の節約と省エ
ネルギー、そして地
球温暖化防止に貢献
しています。

■	一貫処理によりCO２排出30％減
三菱マテリアルグループの一員とし

て、三菱アルミニウム社との協力によ
り、ＵＢＣを溶解→鋳造→圧延→アル
ミ缶用コイル材へ一貫処理＊3すること
で、さらに環境負荷の低い（一般的な
処理と比べCO２排出量30%減）アルミ
地金再生システムを確立しています。
＊1　ＵＢＣ（Used Beverage Can）＝使用済み飲料缶
＊2　再生材＝再生地金（UBC由来）＋製缶工程スクラップ
＊3　一貫処理により、再生利用までの工程数削減や、途
中の輸送負荷低減ができます。

 国内リサイクル実績 
■	高いリサイクル率
　（再生利用量／消費量）

この5年間は、92.5％（2011年度）
→94.7％（2012年度）→83.8％（2013
年度）→87.4%（2014年度）→90.1％

（2015年度）となります！
参考：2015年度よりアルミくずの輸出量に占めるUBC
量が輸出通関統計量として把握できるようになり、再
生利用量に輸出量を含めたリサイクル率にて算出され
ています。（アルミ缶リサイクル協会調べ）

アルミ缶の
リサイクル

LCA
（ライフサイクルアセスメント：
製品の生涯の環境影響評価）

環境報告
Environment Report
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再生材＊2 製造にかかるエネルギーは
新地金製造の３％です。

リサイクルによる省エネルギー

品質を落とさず何度でも同じアルミ缶に
生まれ変わります。

クローズドループリサイクル

■ UBC回収実績推移

■ ライフサイクルでの消費・排出量

■ 「UBC社内回収」実績推移表

■ アルミ缶はリサイクルにおいて
 優れた特徴を持っています
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「エコリーフ」ラベル
http://www.ecoleaf-jemai.jp
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2015年度全国UBC回収マップ
※当社子会社の新菱アルミテクノ社による回収実績のデータに基づく
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編集後記

今回で10回目のCSR報告書発行となりました。

　本号の編集に際しては、
トップインタビューを始め、各部担当役員のメッセージ、

各部の取り組みや各工場での取り組みを通じて、
当社CSR活動の取り組み状況と今後の課題などを

わかりやすく報告することに努めました。

　時代の変化を的確に捉えたCSR活動を推進し、
ステークホルダーの皆様の信頼に応えるべく、

「Can For You !」を合言葉に、
人と社会と地球にやさしい飲料容器を

提供し続けてまいります。

　当社CSRについての皆様からのご指摘などにつきましては、
真摯に受け止め、

今後に活かしたいと存じます。
是非とも、ご意見・ご感想をお寄せくださいますよう

お願い申し上げます。

発行日　2016年10月1日
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本報告書に関するお問い合わせ先
本報告書に関してご意見またはお問い合わせがございましたら、
下記連絡先までご連絡ください。

ユニバーサル製缶株式会社
〒 112-8525　東京都文京区後楽 1-4-25 日教販ビル　
■ 管理部総務・人事室　Tel：03-3868-7470  Fax：03-3868-7467
　〒 410-1392　静岡県駿東郡小山町菅沼 1500　　
■ 安全環境部　　　　　Tel：0550-76-3468  Fax：0550-76-6270　
メールアドレス：ml-csr-info@mmc.co.jp


